
はじめに

「子どもに信頼されるいい先生になりたい！」

　そんな素敵な思いを持って教員人生のスタートに立っている方がたく
さんいらっしゃると思います。本書は、そんな教員1年目の方を中心に、
教師としての仕事の基本と、ここを知っていると子どももクラスも成長
できる！　そんなポイントを集めた１冊です。
　新年度、教師になったばかりのみなさんは、（こんなこと聞いてもい
いのかな？）と、先輩方に聞きづらいこともたくさんあると思います。
そんな時、この本の内容が、みなさんの助けになるはずです。

　新年度の学級のスタートは、その後の１年間を左右してしまうくらい
とても重要です。学級のきまりや学習規律の定着はもちろん、子どもの
前向きな気持ち、子どもと教師や子ども同士の人間関係など、さまざま
なところに生まれるスタートの「小さな差」が、1年後のゴールの「大き
な差」につながります。つまり、新年度のスタートの取り組み方次第で、
ゴールに「大きな差」をつけることができるのです。

　ここで大切にしたいのは、「何と差をつけるか？」ということです。

　初任時代、私は
「誰にも負けないいいクラスをつくって、周りと差をつけたい !」
と思っていました。
　他のクラスよりきちんとするために「学習規律」を整えたり「行事」に
カを入れたりし、他のクラスの先生よりも人気者の先生になるために自
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分のクラスだけの「イベント」を企画し、とにかく他のクラスよりもす
ごいクラスを目指して学級経営をしていました。

　その結果…子どもの気持ちが私から離れてしまいました。

　それもそのはず、他のクラスと「差」をつけたかったのは、自分がす
ごい先生だと思われたいからでした。自己満足で自分本位なその考え方
で臨んだ初めての学級担任。とても苦い思い出です。
　他のクラスと比べて差をつけようとしても、私と同じように失敗して
しまうかもしれません。他と比べるのでなく、目の前の子どもたちや教
師である自分自身の成長に大きな差がつくという認識を持っていること
がとても大切だと私は考えます。
　そして、その差をつけるためにはスタートが肝心です。

　スタートしてから急成長を遂げるという意味を持つ「スタートアッ
プ」。そして、目の前の子どもや教師であるみなさん自身の成長に大き
く差をつけられるよう、読者のみなさんや、その目の前の子たちの成長
を願い、『新年度ここで差がつく！　教師 1年目のスタートアップ』と
いうタイトルで、本書を書かせていただきました。

　みなさんの教師人生のスタートアップを応援しています。
　共に成長していきましょうね。
　それでは、しばしお付き合いください。よろしくお願いします。

　髙橋 朋彦■■
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めまいのする仕事量　
　4月の着任前、（春休みだからゆっくり進めよう）そんなことを思って
いましたが現実は違いました。始業式まで３～５日間の間にやらなけれ
ばならないことがありすぎて驚愕しました。

周りの先生に頼って、チェックリストをつくる
　着任して 1日目からやることはたくさんあります。私の地域では、
着任した職員はあいさつ周りをします。さらに、職員会議や学年の打ち
合わせなどがあります。与えられている校務分掌によっては提案しなけ
ればならないこともあります。たくさんの仕事の中の隙間の時間を使っ
て自分の学級のことを進めていきます。やることが多すぎて、頭が混乱
したのを今でも覚えています（笑）。
　だからこそ、周りの先生を頼りながらチェックリストをつくることを
オススメします。チェックリストには、膨大な量の仕事が書かれます。
この量にも心を折られるかもしれませんが、１つ１つこなすことで、き
ちんと終わらせることができますのでご安心ください。
　右ページに、私がしていることのチェックリストをつくりましたので
お役に立てれば嬉しいです。ただし、地域や学校によって変わってくる
ので、ご自身の状況に合わせて作成することをオススメします。

初日から
やることがたくさん！

2

14

 ここがポイント！ 
　チェックリストをつくるとその量に圧倒されて焦りませんか？　私は
初任の頃、めまいがしたのを覚えています（笑）。ですが、必ず終わり
ますのでご安心ください。
　コツは、周りの人が何をしているかチラチラと見ながら進めることで
す。私はいまだに、「先生は今、何の仕事を進めていますか？」「あと、
どんな仕事をしたらいいんでしたっけ？」と、確認しながら進めていま
す。そうすることで、１人ではなくみんなで仕事を進めている感覚にな
るので安心感が生まれます。
　不思議なもので、次の年に同じ作業をすると、考えられないくらい速
く仕事を進められるようになっています。自分のできなさに落ち込まな
くても大丈夫です。これからの１年間で大きく成長できます！

 新学期にすること 
事務的なこと

□ 児童名簿作成
□ 学級・学年だより
□  出席簿・
健康観察簿の確認

□  ドリルやテスト、
教材の業者注文

□  重要書類の整理
□  児童に配付する
教科書の冊数の確認

学級のこと
□ 教室の清掃
□  ロッカーや靴箱の
名札づくり

□ 机の配置決め
□ 清掃用具の確認
□ 清掃分担表
□ 給食当番表
□ 時間割づくり
□  新年度 1週間の
週案づくり
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初めての職員会議
　着任してすぐに職員会議が始まります。分厚い資料。聞いたことのな
い言葉。経験したことのない行事。何も知らない状態でのぞむ職員会議
はわからないことだらけで頭が混乱するでしょう。大丈夫。初めてなの
で当然です。それに情報把握のポイントがあるんです。

自分に関する言葉を見つけよう
　全ての情報を理解しようとしても不可能です。ですので、職員会議の
資料の中から自分に必要な情報を選びます。必要な情報を選ぶためのポ
イントは次に示す自分に関する言葉です。
・自分の名前　・自分の学年　・全員がすること

　この３つを意識して職員会議にのぞみ、マーカーを使って線を引きま
す。たとえば、
◯校務分掌　　…　自分の名前がある
◯年間行事　　…　自分の学年の行事がある
◯入学式準備　…　全員で準備する
　線を引くだけでも、頭の中が整理されていきます。行事関係や締め切
りは、すぐに手帳に記入するとスムーズな仕事につながります。わから
ないことがあったら、周りの先生に質問しましょう。

自分の仕事をつかむ！
職員会議ののぞみ方
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 ここがポイント！ 
　新年度の職員会議は時間のない中で、膨大な量が行われます。まさ
に、【速すぎ・多すぎ・長すぎ】という状態です。本当に頭が混乱して
しまいます。そんなときは、周りに相談してください。
　「すみません。職員会議の内容が理解できませんでした。おさえなけ
ればならないところはどこですか？」
と聞けば、やさしく教えてくれます。
　（迷惑をかけてはいけない）という気持ちはとても素晴らしいことで
す。ですが、周りにいる先生方には、（困っている人を助けたい）とい
う気持ちもあります。ですので、安心して質問してください。

すぐに手帳に記入！

 会議中にマークすること  

 ●

 ●

 ●
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大量の紙資料に押しつぶされる
　学校現場では ICT 化が進んでいます。しかし、今だに紙の資料がと
ても多いです。ちょっと気を抜くと机の上が紙の資料まみれになってし
まいます。次の３つに分類してどんどん整理していきます。

捨てる・こなす・まとめる
　紙資料は大きく分けて次の３つです。
　　Ａ 必要のない資料
　　Ｂ アンケート類
　　Ｃ 必要な資料
　Ａの資料はとにかく多いです。目を通したらすぐに捨てることをオス
スメします。捨てていいかわからなかったら、周りに確認します。
　Ｂは（後でやろう）が危険です。資料が溜まり、後でやろうと思って
も探すことができません。ですのですぐに答えて提出します。
　Ｃは自分に合った方法でまとめます。私は紙ファイルとバインダーで
まとめるのが好きです。基本的に紙ファイルは、①職員会議資料、②学
年資料、③研修資料、④その他資料の４種類で資料をまとめます。
　バインダーは常に必要な書類を挟んでいます。

初日から始めたい！
資料の整理の仕方
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 ここがポイント！ 
【紙ファイル】
①職員会議資料…職員会議の資料は超重要です。インデックスをつけて
まとめています。

②学年資料…学年に必要な書類をまとめています。
③研修資料…校内研修や悉皆研修など、参加した研修の資料を全てまと
めています。

④いろいろ資料…捨てられないし、上の①～③のどれにも所属しない書
類を全てまとめてしまいます。

【バインダー】
　週報、週案のコピー、行事の日程など、すぐに情報を確認したいもの
を挟んでおきます。

 整理のポイント 

よく使う資料のみ
すぐ手に届くところに
置いておきます。

職員会議資料は
インデックスを
つけておくと
すぐに必要な情報を
見つけられます。
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